
























































1 日 24 時間のうちの 21 時間がピッチ外での行動となる。その時間を管理することが，




































































関東大会東京都予選ベスト 16 ※初出場 創部最高成績 
インターハイ東京都予選ベスト 32 
全国高校選手権東京都予選ベスト 32 
第 7 地区ユースリーグ１部優勝 ※初（地区トップリーグ初昇格） 
【中学】 






高柳選手が第 7 地区選抜メンバーとして全都地区選抜大会に出場 
インターハイ東京都予選ベスト 32 ※初の 2 年連続 
全国高校選手権東京都予選ベスト 32 ※初の 2 年連続 
地区トップリーグ第 14 位 ※32 チーム中 
【中学】 
T リーグ上位リーグ進出 ※初 
秋季地区大会準優勝 




地区トップリーグ第 15 位 ※32 チーム中 
【中学】 




秋季地区大会第 3 位 















 ・言われたことはできる 言われないとできない 
 これは即ち，指示待ち人間である。教育方針のひとつ「洞察力」が欠落しているとも言
える。日々の行動や役割を果たす中で，もっとよりよい方法はないか，もっとできること
はないかといった思考と行動が求められる。そのためにはできる限り「情報」を与えない
方法が考えられるが，こちらが我慢強く待つことが必要である。 
ある日，ひとりの選手が黙々と練習準備を進めていた。「なぜひとりで行っているのか？
罰ゲームか？」と質問したところ，「自分で気づき，自分で行動しました。罰ゲームではな
いので安心して欲しい」と答えた。わたし自身が知らず知らずのうちに，彼らの行動形態
を決めつけてしまっていたと深く反省させられた瞬間だった。この彼の行動をミーティン
グで発表し，進むべき方向性を示すことができた。 
 
・根強い現状維持思考～井の中の蛙状態 
選手たちは一定の基準をクリアすれば明治大学に進学できる。この状況が彼らの挑戦心
に影響を与えているのではないかと日々の練習等を通じて感じている。この状態から抜け
出すためには，「上には上がいる」ということを理解させる必要がある。高偏差値で且つ強
いチームとの練習試合や他県チームと対戦できる大会に出場する等，さまざまな方法を通
じて，選手たちに「外からの刺激」を与えるようにしている。他にも，選手たちからの提
案や挑戦を促進することで，彼らの挑戦心に火を点けることに腐心している。 
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・二者択一の思考と行動 
 勉強か部活か。「部活動停止制度」に代表される二者択一の思考と行動が蔓延している。
現代はグローバル化が進む中，多様な価値観が存在し，「これだけやっていればよい」とい
う状況ではない。そのような状況が加速する中で，彼らにどのような力を育ませていくの
か。わたしは「24 時間をデザインし，論理的考動力を発揮する」ことで，いくつもの事柄
を同時に進めていくことができると考えている。例えば，「他大学受験を目指すので，部活
動から早めに身を引く」ではなく，「目標達成から逆算し，計画を立案し，試行錯誤しなが
ら実行する」ことで，「日々の文武両道を通じて，部活動も受験も目標を達成する」ことは
可能になる。サッカー部員には「日常を変える」ことが成長につながる唯一の方法と伝え
続けている。 
 
４．最後に 
 指導者として，人間として，将来を担う人材と接する際に，大切にしている言葉がある。 
 「すぐ役立つことはすぐ役立たなくなる」 
 「学ぶことをやめたら教えることをやめなければならない」 
 「共に学び，共に歩む」 
 高校生や中学生は日本の宝であり，世界の宝。そうした彼らにだからこそ，時に厳しく，
時に温かく，高いレベルを要求し続けることが求められる。しかしながら，人の成長には
一定の時間が必要であり，トライ＆エラーを続けることが大切になる。 
これからも彼らと共に歩み，共に学び，一緒に成長していけたらと感じている。 
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